
 
 
 
 
 
　 ５月30日に、前期中間テストが行われました。これま
でに学んだことの定着度を図るテストでしたが、どうだ
ったでしょうか。間違ったところをしっかり復習して今
後にいかしていきましょう。  
　先月号は、令和４年度の卒業生の進路についてお知ら
せいたしました。今回は中学校卒業後の進路について特
集します。１年生と２年生は、十分に時間をかけながら
卒業後の進路を考えていきましょう。３年生は、自己実
現のための具体的な進学先や就職先の候補を絞り込んで
いきましょう。  
 中学校卒業後の進路を考える

 

　皆さんは、中学校３年間の短い期間の中で、将来、自分が進む道を考えていかな
ければなりません。３年生はもちろん、１、２年生の皆さんも、将来の目標や希望
について、日頃から家の人と少しずつ話し合っておくことが大切です。  
　そして、いろいろな情報を活用しながら、自分に合ったよりよい進学先・就職先
を考えていきましょう。自分の個性と適性を見つめながら考えることが大切です。  
　なお、進学先は高等学校だけではありません。高等専門学校や企業の教育機関（日
立工業専修学校、トヨタ工業学園等）もあります。  

   
 高校（公立高校と私立高校がある。）  高専（ほとんどが国立）  企業の教育機関の例  
   ○普通科  茨城高専・小山高専等〈5年〉   ○日立工業専修学校  
   ○専門学科   ○茨城高専（国際創造工学科）     ・機械　・溶接  
　　（農業、工業、商業、水産、看護など） 　※2年次に専門分野を選択     ・電気  
　 ○総合学科  　※卒業後大学3年次に編入可     〈修業年限：３年〉  
　〈全日制：３年〉   ・小山高専には茨城高専には  　※科学技術学園高等学校  
　〈定時制・通信制：３年以上〉  　 ない建築学科がある。  　　との連携により高卒の  
 　　資格が得られる。  
 　※全寮制　※男女募集  
   　※卒業後は、日立グルー  
　就職        　　中学校卒業　 　　プ各社等に入社
 
 

■希望する学校を知るために  
　その学校を知るには、身近な先輩の生の声を聞くのが一番です。しかし「百聞は一
見にしかず」という言葉もあるように、自分の将来を見通し、より良い学校生活を
送るためには、自分の目で確かめてみることも必要です。学園
祭や文化祭などに出かけ、そこで活躍している生徒や校舎の様
子を見れば学校の雰囲気もつかめるでしょう。遠くから眺めて
いた学校が身近に感じられ、思わぬ発見をすることもあります。
特に３年生は、高校説明会や体験学習が夏休みを中心に行われ
ます。直接、その学校を知り、授業の中身を知る上でまたとな
い機会です。ぜひ、参加してみてください。  

■豊かな学校生活を送るために  
　各学校ではさまざまな工夫がなされ、生徒の進路希望をいかすためにコース制を取
り入れている学校、たくさんの資格が取れる学校、国際交流に力を入れている学校、
学校行事に特色をもたせている学校、部活動の盛んな学校など、学校によってさま
ざまな特色があります。多感な高校時代を豊かなものにするた
めには、学習面はもちろん学校生活全体を通して学ぶべきもの
がたくさんあります。自分の進むべき方向を見定めた上で、自
分を生かせる学校はどこかを見極めることが大切です。
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